
　私たちは２０年間多くの方々の支えが
あったからこそ、本日無事にはたちの
つどいを迎えることが出来ました。
　時にはぶつかり合いながらも共に歩
んできた仲間たち、我が子のようにご
指導くださった先生方、いつも近くで
見守ってくださった地域の方々、そし
てたくさんの愛情をそそいでくれた両
親に感謝の気持ちでいっぱいです。

み続けている最中です。

撻をよろしくお願いいたします。
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　大学では、国語科を軸に教育を学んでいます。私たちは日々、多くの言葉を交わし、人
からの言葉に励まされることもあれば、時に深く傷つくこともあります。特に学生時代は
多感だからこそ、発したり受けたりした言葉は、良くも悪くも心に残り続けます。だから
こそ、教育の立場から言葉を大切にし、人の心に寄り添える子どもの育成に努めます。
　美浦村で過ごした温かな日々を胸に、子どもたちの学生時代を彩れる教師を目指します。
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　私は専門学校で看護を学ぶ中、「人は多くの人に支えられて生活している」ことを強く感
じるようになりました。看護現場でのチーム医療は、多職種が協力し合い一人の患者を支
えています。この光景を通じて、私はこれまで多くの人に支えられていたと実感しました。
　今度は誰かを支える側の大人として、人と支え合いながら、そっと誰かの力になれる。
そんな大人を目指して、一歩ずつ歩んでいきたいです。
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　二十歳を迎え、大人になろうとする自分がいます。今までは、正解というものがありま
したが、大人には様々なことに正解が与えられていません。自ら正解を考え、導きだし、
人生の生きがいを見つけていく新たな道は容易ではありません。しかし、そのような状況
のときこそ、２０年間受けてきた数多くの支えを心に秘めながら自分を信じ、覚悟をもって
賽をふり、道を切り開き歩み続けようと思います。
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